
 

令和4年 第3回 肝付町議会一般質問 

順位 質 問 者 答 弁 者 用    件  ( 要 旨 ) 

１ 宮後 竜一 教 育 長 

町   長 

 

 

○肝付町スクールバス運行について 

 ・笠野周辺から宮富小学校へのスクールバス購入予算は 

  可決されているが、年度内に導入できるのか。 

・利用にあたり運行規則（乗車の指定）について伺います。 

 

２ 

  

柳 一夫 町   長 

 

 

 

○町道管理について 

・記録的猛暑が続いた。道路作業員の熱中症対策、 

 健康管理についての指導は。 

・休憩・休息の時間はどうなっているのか。 

・道路に差しかかる木、小さいうちに伐採すべきではないか 

・大隅広域公園前、町道に付随する法面の藪、管理は 

町か県か。 

・過去何年も手付かず、作業者は路肩だけ払うなぜか。 

・町道より公園が見渡せる場所であり除去しなければ 

 いけないと思うがどうか 

・堤防管理道路論地検見崎橋から論地橋の区間、表層が悪い 

 把握されているか。歩行者、農耕車通りが多いデコボコ道で

あり補修の考えはないか。 

 

  ３ 富永洋一 町   長 

 

 

 

 

 

町   長 

○在宅勤務について 

 ・現状はどのような業務を行っているのか。 

 ・実施に関する要綱は。 

 ・窓口業務のあり方は。 

 ・住民対応に支障はないか。 

 ・住民の理解も必要。 

○独居高齢者生活支援について 

 ・孤独死が社会的に問題となっている。 

 ・見守り活動のあり方は。 

 ・集落毎の対策は考えられないのか。振興会長等による組織 

作りはできないか。 

 



４ 前田美春 町   長 

 

 

 

 

町   長 

 

 

 

 

 

町   長 

○買い物支援事業について（おでかけタクシー） 

 ・音声ガイダンス方式の導入による実証試験の実績と 

  現在の状況は。 

 ・交通会議に諮っての停留所の増設と乗り降りを希望される 

  場所に停留所がない場合の対応の取り組みは。 

〇買い物支援事業について（移動販売車） 

・過去の答弁によると、今後取り組む姿勢を示されたが 

 その後の進捗状況について。 

・実施団体（ＪＡ）との協議内容は。 

・取組みの実施時期の目途は。 

・町民の意向はどのように集約するのか。 

○河川敷内の水田等利用に伴う道路整備について 

 ・現状は危険との町民からの要望について 

 ・水田等の利用の際、堤防の登り降りで道路の幅が狭く 

  一部道路の陥没箇所も見受けられ、トラクター、軽トラック 

  の進入について極めて危険である道路の改修と拡幅工事を  

  切望する町民の声があるが、国交省へ要望が必要と考える  

  が。 

  ・川まちづくり事業の協議の状況は。 

 

５ 益山二郎 教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町   長 

教 育 長 

 

 

○教育現場について 

 ◎電子機械の設置等について 

 ・電子黒板、タブレット等導入してから数年経過したが、教育   

  委員会及び学校現場での評価は。 

 ・学力向上を一つの目標に導入したが成果はあったのか。 

 ・紙教科書と併用されていると思うが現場では紙教科書の 

  見直しが必要との議論があると聞く。教育委員会として考え 

  方は。 

 ・子供間の人間関係に支障はないか。 

 ◎学校関係の樹木の管理について。 

 ・適正な管理がなされているか。 

○町有地の樹木管理について 

 ◎町有地の樹木管理を問う。 

 ・公園、庁舎内、町有林、町道等にたくさんの樹木があるが 

  定期的な管理システムが必要と考えるが現状と改善点は。 

 ・町内には観光客が訪れる銘木と言えるような樹木が多数 

  ある。樹木医の定期点検は実施されていると思うがその回数  

  を増やすべきではないか。また通常の点検はどうされている  

  のか。特に台風等通過後の点検はされているのか。 

 

 


